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ＥＭＭＥＴ ＧＯＷＩＮ レセプション報告 

              中島 秀雄 

                                 

 5 月 17 日、日本大学芸術学部芸術資料館“エ

メット・ゴーウィン オリジナルプリント展”会

場に、エメット・ゴーウィン夫妻を囲んでレセプ

ションが開かれた。 

これは、芸術学部写真学科のオリジナルプリント

コレクション３０周年を記念するとともに、2004

年度の海外客員教授招聘プログラムにより招か

れたものである。 

ギャラリーの明りで見たエメット・ゴーウィン

の印象は、気さくな大学教授という面と、強い意

思を内側に持つ作家という両面を感じた。一方、

写真のモデルとしてしばしば登場してきた奥さ

んのイーディスは、写真集で見た個性的な顔立ち

そのままに、エメットに寄り添いながら周囲の女

性と笑顔で話していた。 

エメット・ゴーウィンの写真をはじめて見たの

は細江さんのアシスタントをしていた頃で、その

ときに見た強いイメージは今でも忘れない。見る

ものを引き込むような周囲の暗い円形の写真に

は、臨月を迎えた裸の女性と、その背後に裸の少

年が川原に横たわり、私は、羊水の中にうごめく

胎児をあたかも覗き込むような印象をもったの

を今でも覚えている。8ｘ10 カメラに 4ｘ5 のワ

イドレンズをつけると周りがけられて円いイメ

ージになる。これはレンズの自然な描写であり、

地球は円いという意味にも受け取れてこのアイ

ディアにも興味をもった。エメットはこの手法を

用いて、自分自身の置かれた特殊な環境の中で家

族、人間、愛について撮り続けていた。もう一つ

印象に残った写真は、子供が両腕をネジリ、手の

ひらに優しく卵を持っている写真で、この写真か

らは子供の無邪気な愛らしさと、何をするか分か

らない子供の恐さの両方を同時に捉えたすばら

しい写真という印象を受けた。いずれにしても人

間に対する鋭い観察力を持ち、その印象を素直に

写真表現できるタイプの写真家だと思っていた。 

当時、私は、エメット（エミリー、エマ、等）

というつづりから女性をイメージしていて、一連

の女性の写真はセルフポートレートだろうと思

っていた。一人のモデルを執拗に自由にときに強

引（GOWIN）に撮り続けている写真からそう感

じていた。納屋の入り口でモデルが放尿するシー

ンはあまりにも強烈だった。他者とこれほど親密

な関係になれるのだろうか。人間にとって排泄行

為を他人に見られることくらい、いやなことはな

い。計算しつくした光と狭い納屋の中で行われた

密室の行為は、子供の頃、近所にある薄暗い納屋

に妙なエロスを感じたことを思い出し、私ばかり

ではなく、多くの写真家にとってショックだった

に違いない。エロス、恥、美、人間、自然、勇気、

迷い、懐かしさの渾然一体となったこの一枚の写

真は忘れることはできず、当時、日本の単純な猥

褻ヌード写真など吹き飛んでしまった。 

 エメット・ゴーウィンは、メソジスト教会の牧

師の父と、オルガン奏者のクエーカー教徒の母と

いう宗教的な環境の中で生まれている。自然に宗

教の道に進むようになると思いがちだが彼は絵

に興味をもち、すきなものを描いたり、本を模写

したりしていた。１６才のときアンセル・アダム

スの木の切り株に新芽が出ている写真に強い関

心を示し、自然研究に魅了されていく。放課後は

森の中で過ごし、家に帰ると観察したものを描い

たりしていて、感受性豊かな子供だったと想像で

きる。そして、創造には現実のものと聖書から得

るフィクションとからなっていることを思い、創

造の意味を現実とフィクションの中に求めるよ
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うになる。大学ではデザインを専攻し、写真が必

修科目になっていることからエドワード・スタイ

ケン、カルチェ・ブレッソン、ロバート・フラン

クの写真を見る機会に恵まれ、しだいに写真に強

い関心を持つようになる。大学院ではハリー・キ

ャラハンの下で研究するようになり、キャラハン

の質の高い表現に魅了されていく。そして、精密

な描写を重視するためには、プリントの技術を完

全に習得しなければならないことを学ぶ。 

妻であるイーディス・モリスとの出会いが彼の

写真に大きな影響を与えたに違いない。イーディ

スの婿として大家族に（イーデスと）迎えられ、

大家族の子供たちを撮り始め、家族というものは

他人を撮ることと同じくらい重要なテーマにな

ることを学んだ。こうして、家族や日常風景を撮

り始め、優れた写真家として知られるようになっ

ていく。その後、ヨーロッパの風景や上空から見

た風景写真へとイメージは広がり、大地、地球、

そして、環境へと眼差しの方向を変えていく。核

実験の跡や石炭採掘場跡、農場というように人間

によって大地が切り刻まれていく様子を克明に

写し撮った写真からは、大地が傷つけられ痛めつ

けられ悲鳴をあげているようにも見える。特にエ

メットは核実験によって大地に出来たクレータ

ーを見て“二度と戻ることのない自然の破壊現場

が私の知らないうちに、忘れ去られようとしてい

る”といっている。そばを流れるコロンビア川は

汚染によって深刻な危険にさらされてはいるも

のの、そこに差し込む太陽の光によって美しく輝

き、ここが破壊され人の住めない大地であるとい

う矛盾に今までの自分だけでいてはいけない強

い衝撃を受けたといっている。 

私は、家族とその周辺の自然風景やイーディス

を捉えた写真が大好きだ。それらをより大きく捉

え深めていく写真家だろうと思っていた。人間に

よって傷つけられ破壊されていく大地に、いつの

間にか眼差しの方向をシフトしていた。 このこ

とを会場に居合わせた細江英公氏に聞いてみた。

“人間の変化だよ、人間は変わるものだ、それと

ともにテーマも変わっていく、一つのところにと

どまっていてはだめだ。一つの事柄にとどまって

それを守っていくタイプの写真家もいるが、そう

するとコマーシャルになってしまう”。 

この一言は、私にグサリと来た。オープニングパ

ーティーのすばらしさは、普段なかなか会えない

人と会うことが出来ることもすばらしいが、写真

を見つめ、自問自答し、思いがけない人からの一

言が聞ける場でもある。 

 

“風景写真の場所を見つけるためには、心と精

神が必要である。” エメット・ゴーウィン  

 

略歴 

1941 バージニア州ダンヴィルに生まれる 

1967 ロードアイランド・スクール・オブ・デザ

イン卒業 

1973 プリンストン大学人文科学部の写真の教授 

1974 グッゲンハイム奨学金受賞 

1980 シアトル芸術委員会賞受賞 

1997 プリンストン大学より優れた教育に対する

学長賞を受賞   

（日本大学芸術学部出版、エメット・ゴーウィン

展図録集より引用） 
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ｿﾞｰﾝｼｽﾃﾑ･ﾃｸﾆｶﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｽ 

                   中島 秀雄 

 

写真は、光の科学作用と化学の出会いによって

誕生した。 

 紀元前三世紀アリストテレスは、小さな穴から

入った光が反対側の壁に写った像を見て、 

「我々はいずれこの像を永く保存することがで

きる」と語っている。光の科学作用は以前から分

かっていて、紀元前のアラビアでは日食観測に用

いたという記録もある。しかし、光の物理現象を

保存し安定させるためには化学作用が必要で、科

学と化学が出会うまでには長い時間がかかり、19

世紀まで待たなければならなかった。 

 1830 年代のある日、実験中のルイ・ジャック・

マンデ・ダゲールは、沃化銀板をカメラに装填し

撮影を終えた。しかし、銀板に画像は現れなかっ

た。3~4 時間露光を与えたのであるが画像はまっ

たく現れず、失望したダゲールは、露光した銀板

を薬品棚の中に入れてその日は実験をとりやめ

た。翌日になって銀板を取り出してみると、なん

と驚いたことに沃化銀板の上に美しい画像が出

現したのである。しかし、ダゲールには画像が出

現した理由がまったく分からなかった。そこで、

何度も実験を繰り返す内に原因は薬品棚にある

ことに気がつき、薬品棚の中にある薬品を一つず

つ取り除き、最後に残った薬品が水銀であること

をつきとめた。水銀のわずかな蒸気がヨー化銀板

に付着し画像が現れる。すなわち写真の現像法を

発見したのである。そして、1839 年 8 月 19 日 

銀板写真を公表した。 

 

マイナス現像をどうするか 

EK D-23 現像液の利用 

 我々は様々な光の中で撮影しなければならな

い。ときには被写体の光が 10 ゾーンを越えてし

まう場合もあり、光を十分観察しなければならな

い。太陽に照らされた雪原が仮にゾーンⅧで表現

されていても,岩陰や林の暗部がつぶれていれば

雪原写真として成功したとは言えない。ハイライ

トを優先させるとシャドーが犠牲になることは

ゾーンスケールを見ればすぐに分かる。 

ところで、アダムスの写真集を見るとネガ現像に

D-23 使用という現像データをよく見る。いった

いこの現像液の特性はどういうものなのか、また、

簡単に手に入れることは出来るのか。 

 我々がよく使うフィルム現像液 D-76 の組成は

メトールとハイドロキノンが現像主薬として使

われている。メトールは軟調現像性、ハイドロキ

ノンは硬調現像性で適度にバランスをとりなが

ら現像進行するようになっている。D-23 の現像

主薬はメトールのみで、軟調現像液なのである。

アダムスはこの現像液の特性を巧みに利用し、バ

リュー豊かなプリントに仕上げていたとも言え

る。 

D-23 現像液で一度現像してみるとよい。 

現在市販の D-23 は商品名「プレファイン」とし

て国産のものがある。 

 

D-23 を使った二浴現像法 

 N－2 を越える現像には一つの現像液で行うの

は難しい。一つの現像液で現像時間を短くすると

感度低下が起こり、シャドーに十分な濃度が得ら

れない。２浴現像法がその問題をある程度解決し

てくれる。 
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一液 

D-23                     

温水 50゜C                750cc         

メトール         7.5g 

亜硫酸ソーダ       100g 

冷水を加えて全量を    1000cc 

 

二液 

1%コダルク(メタ硼酸ソーダ) 溶液 

( 1 リットルに 10g ) 

 

      一液     二液 

Nomal    5 分      4 分         

Nー1      4 1/2           4 分         

Nー2      4              4 分 

Nー3      3 1/2           4 分 

これらのデータを基準に自分のフィルムに合

うデータを取るとよい。 

 

この組み合わせの原理 

 D-23 に含まれる現像主薬メトールは、ハイラ

イトに作用すると徐々に酸化され効力を失って

いく。しかし、シャドーに作用したメトールはい

まだ酸化されず効力を持ち、二液に含まれるコダ

ルクのアルカリ作用によって活性化され、シャド

ーにのみ作用する。その結果シャドーに濃度が現

れ、全体としてコントラストが抑えられる。 

 

次回はシャドーマスク 
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ｼﾞｮﾝ･ｾｸｽﾄﾝ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
The expressive black and white print  

（表現に富む黒白プリント） に参加して 

畑文夫 

2003年 10月 28日（火）～11月 2日（日） 

カリフォルニア州 カーメルバレーにて 

 

前号からの続き 

ワークショップ 第 4日目 

10 月 31 日 雨漏りの為に 8 時 45 分開始。自作の
解説、ネガ現像の解説、暗室デモの
続き（フラッシング、ブリーチ、セレン
調色、ネガの補力）。 
ドライマウント、スポッティングのデモ
（アンヌ）。ポートフォリオ・レビューの
続き。 午後 10時 40分終了。 

 

セクストン自作の解説：火力発電所の写真

（Places of Powerより）。タンクやパイプのメタ

リックな感じを出すため、12分の露光中にストロ

ボを何回も当てた。 

調整現像：光源が画面に入るような高コントラ

スト被写体（発電所、ダムの屋内、夜景など）の

フィルムは Compensating Develop（調整現像）を

行った。 

（Places of Power の plate32 は 電灯が EV14、

画面中央のパイプは EV1であった。） 

薄く希釈した Compensating developer（調整現

像液）を使用し、撹拌をわずかに行う。現像の進

行に伴う生成物が高濃度部分の現像進行を抑制

するため、低コントラストのネガが得られる。 

調整現像を行うため、シートフィルム現像器具

「スロッシャー」を考案した。 11×14 バットで、

同時に 6枚の 4×5シートフィルムを現像できる。 

T-MAX100フィルムを EI 40で使用。T-MAX RS 1：

15希釈（1600cc）75°F（24℃）8～11分現像（始

めの１分はゆっくり連続攪拌、次の１分は 30 秒

ごとに 5 秒、以降は２分毎に 10 秒攪拌）から試

すこと。 

 

・昔のフィルムはゼラチンが厚かったため水

現像が行えたが、最新のフィルムでは使え

ない。 

・皿現像でバットをゆすって攪拌すると、波

による現像ムラが生ずることがある。 ス

ロッシャーを使えばその心配がない。 

 

・フラッシングについて：空の濃度を上げた

いが、焼き込みが好ましくない場合フラッ

シングを行う。事前のストレートプリント

作りを省略してはならない。 

予め、均一なグレーのネガを用いてフラ

ッシングの露光量をテストしておく。（試

し焼きの要領で、わずかに濃度が乗る直前

の秒数を求める。） 

イーゼルに白紙を入れてネガを投影フ

11×14バット
（液量　 1600cc ）

4×5 フィルム（ 6 枚）

スロッシャー

上下にゆっくり攪拌
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ラッシングする部分をスケッチする。（ロ

ードマップを書く）次にイーゼルの羽根に

目印の白テープを貼る。 

 

主露光を行った後、ネガをフラッシング

用に交換し、目印のテープを頼りに空の部

分をフラッシングする。（フラッシングは

主露光の後に直ちに行うこと。間をあける

と効果が変わる。） 

 ブリーチ（減力）：白樺の枝など、覆い焼きの

困難なハイライト部を強調するため、ファーマー

減力液（Farmer's Reducer 米国ではコダックの既

製品が入手可能）でプリントの部分的な減力を行

う。 

第一定着・仮水洗済みのプリントをビューイン

グボードに貼り、筆で必要部分に減力液を塗る。 

濃度の高い部分には効果が少ない。画像の変化を

見ながらホースで水を掛け、洗い流す。金属を使

った筆は変色するので不可、書道用が良い。ブリ

ーチが終了したら、第二定着とセレン調色を行う。 

 

 

 

 

印画紙セレン調色のプロセス： 

第一定着（コダック F6） 1分 

↓ 

ブリーチなど 

水保管 

↓ 

第二定着 （3分 連続攪拌） 

↓ 

セレン調色 

 （効果を見ながら ３～5分 連続攪拌） 

↓ 

HCA 

（ハイポ・クリアリング・エージェント） 

↓ 

水洗 

処方： 

第二定着液 （プレーンハイポ） 

・チオ硫酸ソーダ 2ポンド 

・亜硫酸ソーダ 1/4ポンド 

・水 1ガロン 

 

セレン調色液 

･ｺﾀﾞｯｸ ﾗｯﾋﾟｯﾄﾞｾﾚﾆｳﾑﾄﾅｰ 50ml※ 

･ｺﾀﾞｯｸ ﾊｲﾎﾟ･ｸﾘｱﾘﾝｸﾞ･ｴｰｼﾞｪﾝﾄ（HCA）1000 ml  

※印画紙の銘柄によって適する希釈率は異な

る。下記を参考に自分でテストすること。 

ｺﾀﾞｯｸ ﾎﾟﾘﾏｯｸｽ ﾌｧｲﾝｱｰﾄ  1+10 

ｲﾙﾌｫｰﾄﾞ ﾏﾙﾁｸﾞﾚｰﾄﾞ Ⅳ   1+10 

ｵﾘｴﾝﾀﾙ ｼｰｶﾞﾙ号数紙    1+20 

ﾌｫﾙﾃ ﾎﾟﾘｳｫｰﾑﾄｰﾝ ﾌﾟﾗｽ   1+30 

・各種の銘柄を調色前後で比較する。 

「フォルテは調色しないと使い物にならない！」 

 

ネガの補力：ハイライトを強調する手段として、

 水平線に黒い岩があるため、 
焼き込みは好ましくない。 

フラッシングする範囲を白紙にスケッチし、 
イーゼルの羽根に白いテープで目印を貼る 

 

Pfeiffer Beach, Dusk, Big Sur, California  ©1983 John Sexton 
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ネガの補力を行うこともある。 現像時間を延長

するより効果があり、粒子が荒れることがない。

また必要な部分にのみ行うことが出来る。 

 

ネガの補力プロセス： 

乾燥したネガは水で前浴 

↓ 

プレーンハイポ （3分） 

↓ 

セレン調色液 （希釈率 1+1） 

ライトボックスで効果を見ながら約 5分 

↓ 

HCA 2分 

↓ 

水洗 

 

ライトボックス（電池式）の上に調色液を入れ

たタッパーウエアを置き、効果を見ながら処理を

する。 

部分的に補力する場合： 

ライトボックスの上に厚いガラス板を置き、濡

れたネガの乳剤面を上

にして置く。ネガの水

滴をレンズクリーニン

グティッシュで吸い取

ってから、調色液を綿

棒につけ部分的に塗る。

（境界をぼかすように

綿棒を動かす）約 5分後、ガラス板ごと水に漬け

てネガをとり、HCA～水洗。 

 

ドライマウント、スポッティングのテクニック 

抜粋 

ドライマウント前に印画紙を乾燥する。4plyの

ボード 2枚の間に乳剤面を下にして挟み、200°F

でプレス。ドライマウントの時は乳剤面を上向き

に入れる。 

印画紙を切るカッターは、予めワックスペーパ

ー（調理用）を切って刃を清掃すること。 

スポッティングは画材の染料インク（銘柄

Marshall 黒、灰、オレンジの 3色）を数滴ずつ

陶器のパレットに滴下して混ぜ印画紙の色調に

あわせる。 

筆はウィンザー＆ニュートンのシリーズ 7、サ

イズは 00 か 000 号。作業の照明はリング蛍光灯

と電球を組み合わせた Zライトが良い。 

染料が熱で変色するため、スポッティングはフ

ラットニングあるいはドライマウント後に行う。 

染料をつけすぎたときは、精製水か、精製水で

薄めた Edwal LFN（界面活性剤？）を綿棒につけ

て除去する。 

染料が乳剤に乗りにくいときは紙でマスクを

作り、ヤカンの湯気を必要部分に当てるとよい。 

 

ワークショップ 第 5日目 

11 月 1 日  8 時半開始。参加者のネガとコンタクト
プリント診断。（午後まで） 
暗室デモなど。 アンヌセクストン夫人
の写真解説。夕食後に景品の抽選！ 

 

参加者のネガ、コンタクト、ワークプリントを

一堂に展示し、一人ずつアドバイスを行う。 

（私の作品へのアドバイス：アクロスは N-1現像

すること。コンデンサータイプの引伸し機ではコ

ントラストの上げ過ぎに注意。できれば拡散光源

を使え。レンズ下に VC フィルターを入れては画

質が低下する。コンデンサーの上に置くタイプを

使え．．．etc. ） 

 

その他のヒント： 

4×5 ホルダーの清掃には HEPA フィルター付の

ネガの天井部分を調色ネガの天井部分を補力 

Ceiling house © 1990 John Sexton 

 Sexton 
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クリーナーを使うこと。引き蓋を抜き、棒で叩い

てゴミを落とす。 

掃除したホルダーは、溝のついた板に立ててお

くこと。（ホテルのトイレなどでフィルムを交換

する時のため、持ち歩いている。） 

 

ホルダは Ziploc（チャックつきポリ袋）に入れ

ておく。 

 

アンヌの作品解説： 4×5 テクニカルパンを

T-MAX developer で現像。化石、花、岩などのデ

ィテールを強調する。常に T-MAX100 フィルムで

バックアップを撮る。 

 

セクストン宅で夕食後、全員に抽選でプレゼン

トを配る。スポンサーであるコダックの印画紙、

現像薬品やその他の小物などを面白おかしく説

明しながら手渡すリラック

スしたひと時。 

 

帽子のツバにクリップで留

めた 「特製ハンズフリ

ー・ビューイング・ファイ

ンダー」！ 

 

ワークショップ 第 6日目 （最終日） 

11 月 2日  8時半開始。 自作の解説。 ネガ現像
解説。 引伸し機のアライメント、ネガ
の整理方法など解説。 アダムスの
プリント解説。 
午後 1時過ぎ終了、解散。 

 

Places of power から、スペースシャトルの写

真解説。 

 

 

 

・ロールフィルム現像の注意：ステンレスタンク

で現像ムラを防ぐには、すばやく（1 秒に 1 回

程度）倒立→正立を繰り返す攪拌を行うこと。 

現像液注

入後は 20

秒連続、

後 は 30

秒ごとに

5 秒攪拌

する。リールがタンク内で上下するのを防ぐた

め、太いビニールホースを輪切りにしたスペー

サーを入れる。 

 

弧をえがくように振って

はいけない。（液の攪拌が不

十分になる。） 

 

ステンレスリールはイギリス Hewes社製が丈夫

で良い。（日本では入手困難？） 

・引伸し機のアライメント（平行調整）方法解説： 

厚めのガラス板と水準器を用いて、イーゼル、

ネガキャリヤ、レンズの平行を確認する。調整

の出来ない引伸し機では、ネガキャリヤの挿入

溝やレンズボードにフィルム片などを利用し

フィルムホルダ

溝板

太いホースを輪切りにした
スペーサー

リール
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たシム（shim）を挟んで補正する。引伸し機の

調整はレンズのブランドにこだわるより重要

だ。 

①イーゼル上

③レンズ枠下

②　ネガキャリヤの代わ
りに厚板ガラスを挿入

 

 

・ネガの整理方法： ネガは日付順に整理す

るのが良い。ベース面の余白に日付と撮影

順の番号、データなどを記入しておけばコ

ンタクトプリントで一覧できる。 データ

記入は STAEDLER の Pigment Liner 0.1（日

本の文房具店で入手可能 200 円程度）が

よい。 

4×5 ネガはポリエステルのスリーブに

入れ、カード整理用の箱に保管する。 

最後にアダムスの作品解説： 

 

 

 

Mount Williamson, Monolith のストレートプリン

トと完成プリントを比較。 

Moonrise, Hernadezはネガの複製、ストレート

プリント、完成プリントを並べて比較。薄いネガ

からのストレートプリントはコントラストが低

く、月の印象が薄い。空の雲もぼんやりした印象

で見慣れた完成プリントとの違いに皆が驚く。 

午後１時過ぎ、解散！ 

＊＊＊ 

文字通り朝から晩まで精力的に話し、かつデモ

ンストレーションするワークショップは期待以

上に密度が高く刺激的であった。実証的なテクニ

ックの教え方、そして必要なテクニックや道具は

自分で工夫し、それを積極的に公開するという態

度はいかにもアメリカ的実践重視の方法論だと

感心した。 

＊＊＊ 

日曜の午後、モーテルで同室だった天畠氏は仕

事の都合で早々にシアトルへ発ち、自分ひとりで

Carmel by the Sea の写真ギャラリー巡りに出か

けることにする。 

モテルからカーメルへ

はタクシーで 2～3０分。

ギャラリーやおしゃれな

店が点在する小さい海辺

の町だが、日本の観光地

のような俗っぽさは全く

ない。 

真っ先に Weston Gallery

へ向かったが、日曜と月曜は休廊。事前の調べで
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は火曜休みのはずだったが．．． 

Center for Photographic Art は公民館（Sunset 

Cultural Center）の一隅にあるギャラリー。セ

ンター賞の受賞作展示中で、日本からも細江賢治

氏ほかの出展があった。現代アートとしての写真

が中心にセレクトされているようだ。訪れる人も

多くはなく、受付に座っていた上品な老婦人が丁

寧に案内してくれるが、あらためて自分の語学力

の限界を感じる結果となった。 

最後に件のご婦人のお薦めで Photography West 

Gallery を尋ねる。アダムスのほか、ブレット・

ウェストン、ルース・バーンハード、ポール・カ

ポニグロなどが取り扱いの中心である。みやげに

ブレット・ウエストンなどのポストカードを買う。 

日も傾いてきたので海岸まで歩き、遮るものの

ない太平洋に沈む夕日を眺めることにした。 

＊＊＊ 

これから参加したい人への参考情報： 

今回は偶然、英語に堪能な方が日本から参加さ

れたのでずいぶん助かった。できれば二人程度で

申し込むほうが心強く、また宿泊費も割安になる

だろう。 

時間に余裕があればカーメルやモントレーの

ギャラリー巡りなど、見るべきところは多い。 

 

１．費用の概算 

・ワークショップ参加費     $700 

・宿泊費（Hidden Valley Inn）   約$400 

（ワークショップ割引・相部屋$58×6泊 

＋α） 

・航空運賃   約 \95,000 

（成田⇔ﾓﾝﾄﾚｰ空港往復 ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ経由 ﾕﾅ

ｲﾃｯﾄﾞ航空 ＨＩＳ手配） 

・飲食         約$10～20×4 食分 

（ワークショップ中にレストランで食事） 

・タクシー代  約$30×往復 

（モントレー空港－ホテル間  チップ別） 

・レンタル携帯電話（Gコール）約\11,000 

・その他 （旅行保険など） 

 

・ワークショップ参加者にはセクストンのプリ

ント、写真集などを割引販売する。 

例） 11×14 プリント $400＋送料$40  

（但し数種類のみ） 

 

２．今後のワークショップ スケジュール 

http://www.johnsexton.com/schedule2004.

html 参照 

THE EXPRESSIVE BLACK AND WHITE PRINT 

 November 2-November 7, 2004 

 February 1-6, 2005 

 February 15-20, 2005 

 March 29-April 3, 2005 

（費用は変更になっているようです） 

 

３．フィルムの X線対策 

フィルム（ＩＳＯ100）を郵送と機内持ち込み

の二通りで送ったが、どちらも X線検査のダメー

ジを受けなかった。 

郵送・・・国際郵便（EMS）で 3日程度で着く。

炭疽菌事件以来、郵便物も X 線検査を行うという

ことだが影響はなかった。 

空港のハンドチェック・・・フィルムを透明ビ

ニール袋に入れ、機内持ち込みで”Check by hand, 

please”と言えば大体応じてくれる。成田出国時

は一瞥するだけでノーチェック。 

サンフランシスコでは分析装置を使って入念

に検査される。モントレーでは「ISO100 は影響

ない」と言って一回だけ X 線を通されてしまった。 

http://www.johnsexton.com/schedule2004.html
http://www.johnsexton.com/schedule2004.html


      - XII - 

冬の裏磐梯撮影会 

畑文夫 

日時 04 年 2 月 14 日（土）～15 日（日） 

参加者 中島先生、石井、田中英、岡崎、古谷津、

北野、橘田、畑（計 8 人） 

 

2 月 14 日（土） 

10 時半 前日から現地入りした北野、橘田を除

いて猪苗代駅前集合。 

晴天で撮影日和だが、午後から荒れるとの情報が

あり、早めに目的地へ向かうことにする。 

レンタカーは岡崎の運転で石井、田中、古谷津、

畑の 5 人が乗り込む。 

 

11 時 「小野川湖入口」で全員が揃い、小野川

湖に注ぐ川べりから撮影開始。（写真 1） 

積雪はあるが樹木の雪はすっかり落ちているた

め、「雪まんじゅう」や水の流れを重点にする。 

1 時過ぎまで撮影したのち、「小野川湖入口」まで

引き返して昼食。 

 

3 時ごろ、小野川湖越しに磐梯山を臨む「お立

ち台」へ。風が強く、冠布も飛ばされそうになる

が、「ゾーンシステムのためにあるような光」に

満ちた雪原を撮影

する。（写真 2） 

 

4 時近くなり、日

も傾いてきたので

中瀬沼へ向かおう

としたが積雪もあ

り断念、曽原湖ま

で足を雪に埋もれ

たバンガローなど

を撮影して 5 時、本日

の撮影は終了する。 

 

6 時 すっかり暗く

なったころ桧原湖西

岸のホテル「四季の

森」にチェックインす

る。 

夕食後に中島先生レ

クチャー。（写真 3） 

天気予報は外れて夕方まで撮影できたが、夜にな

ると雪が降り始める。 

 

2 月 15 日（日） 

夜来の雪で 20 センチほどの積雪となる。ホテ

ル裏山などのカラマツ林は雪化粧をして美しい

が、降り止む気配がない。 

朝飯前の作品作りを期して皆が早起きしたが、岡

崎一人を除いては朝食まで部屋で過ごす。 

ゆっくりと朝食をとった後、ホテル周辺で 11 時

ごろまで撮影を試みるが、苦労の割には厳しかっ

たようだ。 

猪苗代駅前に出て湖畔の撮影を期待したが、ここ

も吹雪で撮影不能。結局、昼過ぎで解散すること

になった。 

 

（以上、敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 

写真２ 

写真３ 



                                   Photographic Society of Zone System 

      - XIII -  

ジル・ペラン講演会 

                畑文夫 

2004 年 4 月 3 日 13 時半～ 

横浜ランドマークタワー  

フォーラムよこはまセミナールーム 2 

 

■ジル・ペランの紹介 

１９４７年フランス生まれ。パリの第８大学で

大判写真を教えている。自身は写真の専門教育を

受けていない。ニコル夫人がアシスタントで、常

に二人で世界中を旅行する。旅行先は文明国より

アフリカ、アジアなどを選び、さまざまな人に会

って写真を撮る。白黒のプリントは自分で行う。

今回が初来日。 

 

■要旨 

自分は写真「作家」である。 光で描く。 

4×5、8×10 などの大判カメラをメインに使ってい

るが、旅行では専ら 4×5 を使う。 

ポートレートを撮るにはアメリカで 50 年代に発

達したカメラが最適で、わざわざアメリカに行っ

て探してきた。 

他にパノラマカメラも多用する。 （フジ６１７、

ホースマン６１２など） 

 

小型カメラではカメラがひとりでに写真を撮

ってしまうという印象がある。 

大判は自分の気持ちの通りに動かすことが出来

るので働きやすい。 

 

道具を正しく選ぶことが求める結果にたどり着

く第一歩だ。 

これらのサイズで自分らしい写真が撮れる。 

 

＊＊＊ 

 

写真作家としてのキャリアは２５～２８年に

なるが、初めはカラーの風景写真であった。（最

初の写真は「草原の牛」） 

次に商業写真を始め、人を撮るようになった。 

次第に興味の対象が広がり、自国を離れていろい

ろな人のポートレートも撮ることになる。 

自分がポートレートを撮るようになった理由は、

雑誌や報道の写真などが画一的であるのが不満

であったためである。 

 

4×5 のカメラを背負ってフランスを離れたとき

は、１９世紀末写真家のように、写真によってま

だ見ぬ世界を発掘するような気持ちだった。 

初めての外国取材は１９８９年の中国であった。 

そのときはフジのパノラマ、4×5 カメラ、ポラロ

イド（ネガポジ）を持っていった。 

一貫して写真を撮られる人との関係を築こうと

考えた。というのも、当時は中国でも小型カメラ

でパチパチと撮りあうのが普通で、撮られる人と

写真家の関係が希薄になっていたと感じたから

だ。それを打ち破ろうと考えた。 

ポラロイドタイプ５５フィルムを使い、プリント

は撮られた人に渡してネガは自分用に残した。 

 

２０キログラム以上の機材を引きずって旅行

したが、撮られる人との関係性を築くことを試す

時代であった。 

夜、ホテルに戻ってネガを洗浄する必要があるが、

アフリカでは水が貴重であり、たくさんの水を使

うことがためらわれることもあった。 

 

＊＊＊ 
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自分は人を撮ることが一番の関心事だ。 なぜ

なら自分が人間であるからだ。 

その人を撮りたいと感じるのは、その人自身、職

業、置かれている社会的状況などに興味を持つと

きである。まず、写真を撮らせてほしいという会

話から始まる。フランス語が通じなくても気持ち

はジェスチャーで判り合える。自分の写真はすべ

て、そうした人との出会いから生まれたものだ。 

 

国や文化の姿はそのなかの人たちによって示

される。立派なビルを見ても、自分の関心はそれ

を設計した建築家や汗を流した労働者にある。文

明はそれを発展させた人たちそのものだ。 

 

撮りたい人に出会ったら目的を説明すること

から始める。ＯＫをもらって大判カメラを設置す

るという儀式を始めると、たいていの人はびっく

りする。この儀式はお互いに理解しあえる貴重な

時間である。通りすがりにぱちりと撮って行く写

真家ではないことを理解してもらう。 

 

その人を取り巻く環境も撮る。住む家や職業や、

可能なら職場で撮らせてもらう。常に遅いシャッ

ター速度を心がける。時々はフラッシュを使う。

古いタイプだが撮られる瞬間に人が目を閉じな

いよう、良く出来ている。 

 

撮られる人にはレンズを見てもらうようにす

る。そうすると写真を見る人と目があい、人と人

との新たな関係が生まれる。 

 

人の写真を発表するときは、かならずその人の

名前、職業、場所、日付を明記する。 

 「どこかの誰か」という紹介はしない。 

カルティエ・ブレッソンは著名人のばあいだけ名

前を明記するが、どんな人にも名前があるのだか

ら、自分は常にそれを明示するよう心がけている。 

 

Ｑ＆Ａ 

 

ポラロイド タイプ５５ではネガの露出を優先

する。（ポジは渡す） 

 

一人は一枚だけ撮る。一回でベストのものを撮る

ように心がけている。 

 

＊＊＊ 
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ｿﾞｰﾝｼｽﾃﾑ研究会定例会日誌 

 

２００４年３月１３日（土）    記録：畑文夫 

・出席者：中島先生、菅野、古川、石井、石川、

岡崎、北野、橘田、古谷津、宮岡、山下、畑、松

本、田中英、田中肇、 

・作品持参者：北野、橘田、古谷津、田中英 （以

上、裏磐梯撮影会より）、石井、岡崎（ネガのみ

持参）、石川、畑、松本、山下（デジタルプリン

ト） 

 

■ 役員会 11 時～ 

１．ゾーンシステムハンドブック 出版 

朝日ソノラマ刊 定価２８００円＋税  

３月３０日付 

 ２０冊を確保した。次回例会などで会員にはサ

イン入りで頒布する。 

 

２．ジル・ペラン講演会 （４月３日） 

 謝礼は通訳代、交通費など込み ８万円 

 参加費用は３０００円とする（レジメには明記

せず） 

 会員以外の参加も呼びかけること 

 スライド映写不要・ライトスタンドを準備（田

中英）・ミネラルウォーター４本程度準備する 

 

３．ＨＰ作成 

 サーバの設定などは後日検討する 

 中島先生のデザイン案を水上氏に伝える（畑） 

 トップページは黒を基調 他のページは白背

景も使う 

 画面左と上部を固定表示。 

褐色（木製カメラ）、青（屋外）などの色も象 

徴として用いる。 

 

４．休会員への連絡 

 会との結びつきを維持するためにも、実費をも

らって会報や例会案内を送る。 

 実費は荒井(会報担当）と相談して決める。（畑） 

 

■ 例会 13～17 時 

１．三好耕三氏のセミナー感想 

・ファインプリントよりはドキュメンタリー志向

フレーミング、ピント、露出の決定が甘い。 プ

リントも黒の締りがない。 

 なぜ 8×10 やそれ以上のフォーマットを使い、

大伸ばしをするのか？ 

 ウェストンに影響を受けたというが、方法論は

ずいぶん異なるようだ。 

・一点勝負ではなく、シリーズで見せることが前

提であろう。 

 （「形のあるものを残す」のが写真を撮る動機） 
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・複数のテーマを同時進行させる（天候の悪いと

きは室内で物撮り、など）ことは見習うべきだ。 

 

２．荒井宏子氏宅訪問 

 ３月７日 中島先生、古川、松本、北野、内田 

 ブレット・ウエストンのオリジナルプリントを

鑑賞。 

 菊池東陽（オリエンタル写真工業の創設者１０

０年前にニューヨークで写真館を開業）のポー

トレート作品も鑑賞した。 

 

３ ＨＰ準備  

（中島先生のデザイン案について） 

木製カメラのイラストを入れる。 

固定表示部にゾーンスケールを入れる。 

３割程度は英文を入れる。 

会員の活動の様子（大判撮影風景など）もあし

らう。 

 写真の背景は白又はゾーンⅥ程度が妥当 （黒

地は疲れる） 

会員から更新担当を決める 

（少なくとも月一程度は必要） 

 

４．その他 

 ・石川氏復帰挨拶 ・・・ 現在は８×１０密

着に専念している 

・宮岡氏個展情報 ・・・ ３月２５日（木）

～３０日（火） 

     コンタックスサロン(銀座) 

        「癒しのたびお遍路さん」 

 

 

２００４年４月１０日（土）   記録：松本ひさ子 

・出席者：中島先生、古谷津、松本、橘田、北野、

山本、古川、宮岡、石川、田中肇、山下、畑、田

中肇 

作品持参者：古谷津、田中英司、橘田、石川、 

畑、山下 

 

議題 

＊ジル・ペランさんの講演会の報告と今度倉持さ

んの事務所（原宿）でジル・ペランさんの写真（預

かってるの）を見せてもらい、出来れば購入して

欲しい。 

研究会の人には破格の金額で譲るとのこと。日時

に関しては追って先生より連絡。 

 

＊ 鳥海山の撮影会。テーマは新緑のブナ林。５／

１４～５／１６ ２泊３日でツアーを利用、 

費用は￥２８５００円【飛行機代、宿泊費（東急

インホテル）、２回の朝食含む。】 

但し宿泊は鳥海荘という山小屋になる可能性大。 

往きは０７：３５羽田発、復りは１８：４０庄内

空港発（予定） 

希望者 古川、田中英司、橘田、北野、松本 今

の所５名。参加者募集中。 

 

＊ ホームページの検討。畑さんの作ってくれた企

画を元にホームページ実行委員に一任。 

 

＊ 山下さんがデジタルの試作品（会報の写真印刷

の使用検討）を何点か持ってきてくれた。 

 

＊ 個別指導＊今年のテーマを先生の手元に届い

たカルテ参考にアドバイスを受ける。 

 

＊ 写真展案内  

４／３０～５／１２  

ＮＧＯの写真展・新宿シリウス 

５／７～６／２７ ジャン・バチスト・ユンのポ
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ートレイト展・四谷のポートレイトギャラリー 

 

 

２００４年５月８日（土）     記録：荒井崇 

・出席者：中島先生、石川、北野、橘田、古谷津、

山下、松本、菊池、木下、田中（英）、畑、荒井、

古川、田中（肇） 

・作品持参者：北野、木下、古谷津、橘田、石川、

畑 

 

・古谷津氏より、感度出しの簡易的な方法が紹介

された。高価な濃度計が不要なのでぜひ試す価値

有り。 

方法：スヌケのネガにＮＤ 0.1 フィルターを重ね

てゾーン１のネガを作る。そして感度出しテスト

用の数種類ネガといっしょにコンタクトプリン

トを行い、前記ＮＤ 0.1 フィルターを重ねたゾー

ン１のネガに近いものが適正感度ネガとなる。 

 

・日大芸術学部写真学科客員教授エメット・ゴー

ウィン氏写真展見学会を近日中に行う。 

・ＨＰの件：畑さんの原案をもとにして、水上氏

（休会中）がＨＰを作成中。会員各個人の作品と

コメント載せる予定。 

 

・５月１４，１５，１６日鳥海山撮影旅行を実施

予定。地元写真家斎藤政広氏にガイドを依頼済み。

宿泊予定の鳥海荘はよい宿とのこと。 

 

・先日、中島先生は、群馬県の丸沼近辺へ撮影に

行かれた。金精峠等を撮影。秋の紅葉をモノクロ

でトライするのもよいのではないかとのこと。 

 

・先週、中島先生と数人の会員がＧＩＰの事務所

へ行って来た。ジル・ペランの作品を再度見せて

もらい、先生も１点購入された。ＧＩＰの倉持さ

んが今度入院されるとのことで、先生も大変気遣

われていた。 
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【お詫びと訂正】 

前回の号（ＮＯ．２７）にて、以下誤記があり

ましたことをお詫びし、訂正致します。 

 

･Ⅴﾍﾟｰｼﾞのタイトル･･･John Sexton 

→©1977 John Sexton  

･Ⅸﾍﾟｰｼﾞ右･･･道を約20分程登った斜面にある。 

すっかり暗くなり 

→山道を約 20 分程登った斜面に建っている。

周囲は街灯もなくすっかり暗くなり 

･Ⅹﾍﾟｰｼﾞ左･･･Dead Horse Point ©John Sexton

→Dead Horse Point ©1990 John Sexton 

・ⅩⅠページ左･･･図を訂正（以下が正しい図） 

 

・ⅩⅡページ右･･･やわらかい鉛筆（お勧めは Ｓ

ＡＮＦＯＲＤ ＤＲＡＧＨＴＩＮＧ ０２２３

７） 

→やわらかい鉛筆（お勧めは ＳＡＮＦＯＲＤ  

 

 

 

 

ＤＲＡＵＧＨＴＩＮＧ ０２２３７） 

 

 

【売ります】 

中島秀雄 

・スーパーイコンタⅣ ６X６ 

（シャッター調整、ファインダー清掃） 

                 49800円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Information 
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【原稿募集】 

会員の皆様からの原稿をお待ちしています。 

 

［以下原稿投稿に関するお願い項目です。すみませ

んがよろしくお願いします。］ 

１．写真原稿は、紛失事故防止のためできるだけ

ネガやポジは避け、プリントでお願いします。 

２．手書き文章はスキャナーでパソコンへ入力で

きないので、原則として受け付けません。以

下いずれかの方法にて投稿願います。 

・ワープロやパソコンでプリントアウトした

もの、（スキャナーでパソコンへ入力しま

す。） 

・パソコンの電子メール 

・ウィンドウズの Word2000 

・text ファイル 

（ちなみにこの会報は、ウィンドウズの

Word2000 で作成しています。） 

ただし、どうしても手書き文章しか投稿で

きない事情がある場合は、事前に連絡をいた

だくようお願いします。 

３．イラストは手書きでも結構です。スキャナー

で取り込みます。 

 

パソコンの扱いが不慣れのため、時々ご迷惑をお

かけするときがあるかと思いますので、その際はよ

ろしく御指導ください。 

 

［編集部］ 荒井 崇 

 


